

































































　① 「スポーツ権」の確立 … 従来はスポーツを奨
励するという消極的な考えでしたが，国民には
スポーツをする権利があるという積極的考え。
　② 「スポーツ庁」の設置 … 教育の一環として，
文部科学省で取り扱われたスポーツが，独立し
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た省庁をもつということ。
　アメリカでは，スポーツ産業が自動車や電機関連
をおさえて国内11位の産業となっているように，産
業としてスポーツは既に確立しております。日本は
どうでしょうか。メジャーな大会では興味関心は高
いものの，それを支えるアマチュアスポーツは未だ
にボランティアに頼らざるを得ない状況です。アス
リートや指導者が自立できる環境，スポーツで生活
ができる環境整備が必要です。整備されていない分，
発展が期待できる分野といえるでしょう。
　２）地域とスポーツ
　健康体を維持するため，トップアスリートを目指
すためのスポーツだけでなく，地域コミュニケー
ション，共助としてのスポーツなどの視点が望まれ
ます。神戸市では，総合型地域スポーツクラブの達
成率が100％です。震災を経験して，地域の共同体
形成の必要性を感じ，小学校区単位に整備されてい
ます。住民の認識が変化したことを伺わせます。一
方仙台市は，50％にも満たない状況です。
　指導者の再教育と自立も大切な要素です。ボラン
ティアに頼る状況から，ビジネスとしての認識が必
要です。ビジネスということは，有効な指導，コー
チングが商品として価値があるということが大切で
す。ボランティアに頼るあまりに，指導も方法も徹
底されておりません。社会から税金も含めて，投資
に値する価値があると認めてもらえるようなものに
なるべきでしょう。もちろん，スポーツの指導だけ
でなく，コミュニケーション能力を高めていくな
ど，人間形成の手助け，災害・防災などでの地域果
たす役割も必要な能力でしょう。指導者が地域の必
要財産であるとの認識があれば，学校体育やクラブ
スポーツ，部活動の指導が有料となることにつなが
り，指導者の自立も可能となるでしょう。
* * *
　地域構想学科・地域スポーツ分野では，従来はス
ポーツから地域を考えていこうというスタンスでし
た。震災を経験した今は，「地域生活・地域社会の
中で果たすべきスポーツの役割は何か」ということ
を考えさせられました。日本のスポーツは自立して
いるとは言い難い状況です。だからこそ，取り組む
余地は十分にあるといえるのではないでしょうか。
